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去
る
三
月
二
三
日
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
お

い
て
国
際
研
究
交
流
促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、

台
湾
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
中
華
経
済
研
究
院
の
陳

添
枝
院
長
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
陳
添
枝

院
長
は
台
湾
大
学
卒
業
後
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

立
大
学
で
経
済
学
博
士
号
を
取
得
さ
れ
、
そ
の
後

ミ
シ
シ
ッ
ピ
大
学
助
教
授
、
台
湾
大
学
教
授
等
を

経
て
現
職
。
専
門
は
国
際
貿
易
・
経
済
発
展
。
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
最
初
の
一
時
間
半
に
陳
院
長
の
講

演
が
あ
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
前
後
の
台
湾
の
状
況
や

問
題
点
、
ま
た
中
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
た
。
そ
の
後
三
○
分
の
質
疑
応
答
に
お
い
て
も

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
以
下
は
陳
院
長
の

報
告
の
抄
訳
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
酒
類
と

金
融
に
関
す
る
叙
述
は
省
略
し
た
。

●
は
じ
め
に

台
湾
は
一
九
九
○
年
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
前
身
で
あ
る

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
に
加
盟
を
申
請
し
、
二
○
○
二
年
Ｗ
Ｔ

Ｏ
に
加
盟
し
た
。
台
湾
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
の
加
盟
申
請

手
続
き
は
一
九
九
二
年
に
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
た
。
そ
の
過
程
で
台
湾
は
三
○
カ
国
と

の
二
国
間
交
渉
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
中
で

も
米
国
と
の
交
渉
が
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
前
、
台
湾
は
主
に
二
国
間
ベ
ー
ス

で
通
商
交
渉
を
行
っ
て
き
た
。
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー

ス
で
最
恵
国
待
遇
の
原
則
を
適
用
し
て
き
た
が
、

米
国
の
よ
う
に
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
特
恵
的

措
置
を
提
示
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
か
つ
て
台
湾

は
米
国
お
よ
び
西
欧
諸
国
製
自
動
車
の
輸
入
に
は

数
量
規
制
は
加
え
な
か
っ
た
が
、
他
地
域
か
ら
の

輸
入
を
禁
止
し
て
い
た
。
こ
の
「
特
定
地
域
へ
の

特
恵
措
置
」
に
よ
っ
て
日
本
車
メ
ー
カ
ー
と
の
競

争
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
米
国
・
西
欧
自
動

車
メ
ー
カ
ー
は
台
湾
の
輸
入
車
市
場
に
お
い
て
独

占
的
地
位
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
農
産
物
貿
易

に
関
し
て
は
、
台
湾
政
府
は
輸
入
専
売
企
業
を
設

立
し
、
米
国
産
の
小
麦
、
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

が
そ
の
恩
恵
を
被
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
貿
易
で
は
、

米
国
系
の
銀
行
、
保
険
会
社
等
に
優
先
的
に
参
入

が
認
め
ら
れ
た
。
同
様
に
、
タ
バ
コ
や
ワ
イ
ン
に

関
し
て
も
米
国
メ
ー
カ
ー
に
早
期
の
参
入
が
認
め

ら
れ
、
そ
の
関
税
等
も
米
国
の
影
響
を
強
く
受
け

た
。Ｗ

Ｔ
Ｏ
加
盟
の
過
程
に
お
け
る
二
国
間
交
渉
の

中
で
、
台
湾
は
米
国
の
権
益
保
護
に
強
く
配
慮
し

た
。
二
国
間
協
定
に
基
づ
く
特
恵
的
措
置
が
終
焉

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
米
国
の
権
益
を
保
護
す
る

た
め
の
い
く
つ
か
の
協
定
が
作
ら
れ
た
。
本
講
演

の
目
的
は
こ
れ
ら
の
措
置
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ

と
と
、
台
湾
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
に
発
生
し
た
事
象

を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
す
れ

ば
、
ア
メ
リ
カ
の
権
益
を
保
護
す
る
た
め
の
協
定

の
ほ
と
ん
ど
は
最
恵
国
待
遇
の
原
則
等
に
よ
り
無

効
化
さ
れ
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
台
湾
の

域
内
産
業
と
米
国
の
権
益
を
保
護
す
る
た
め
の
協

定
よ
り
も
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
る
中
国
市

場
開
放
の
影
響
の
ほ
う
が
台
湾
の
産
業
に
対
し
て

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

●
工
業
製
品

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
前
、
台
湾
の
工
業
製
品
の
平
均
関

税
率
は
六
・
○
三
％
で
あ
っ
た
。
台
湾
政
府
は
こ

れ
を
二
○
○
二
年
ま
で
に
五
・
七
八
％
に
す
る
と

約
束
し
、
最
終
的
に
は
四
・
一
五
％
へ
と
設
定
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
関
税
削
減
の
ほ
と
ん
ど
は
加

盟
か
ら
五
年
間
の
内
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
例
外
扱
い
の
自
動
車
は
一
○
年
間
で
一
七

・
五
％
へ
と
段
階
的
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
一
九
九
七
年
、
台
湾
は
情
報
技
術
協
定

（Inform
ation Technology A

greem
ent

＝
Ｉ
Ｔ

Ａ
）
に
調
印
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

情
報
通
信
機
器
、
半
導
体
お
よ
び
そ
れ
ら
の
関
連

二国間協定から
多国間協定へ

̶̶台湾のWTO加盟のケース

二国間協定から
多国間協定へ

̶̶台湾のWTO加盟のケース

陳添枝



アジ研ワールド・トレンド No.118（2005．７）─4243─アジ研ワールド・トレンド No.118（2005．７）

セミナー報告

製
品
の
関
税
撤
廃
を
実
現
し
た
。

一
九
八
六
年
、
台
湾
は
冷
蔵
庫
お
よ
び
ビ
デ
オ

デ
ッ
キ
の
域
内
市
場
を
開
放
し
た
。
そ
れ
以
来
、

日
本
と
韓
国
の
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
が
台
湾
市
場
を

席
巻
し
、
台
湾
メ
ー
カ
ー
は
コ
ス
ト
削
減
の
た
め

に
中
国
へ
進
出
し
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
、
台
湾
メ

ー
カ
ー
は
日
本
・
韓
国
メ
ー
カ
ー
と
の
競
争
に
打

ち
勝
つ
た
め
に
、
中
国
か
ら
製
品
を
輸
入
し
始
め

た
。
同
時
に
、
台
湾
メ
ー
カ
ー
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
や

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
等
の
家
電
製
品
の
基
幹
部
品
を

中
国
へ
輸
出
し
始
め
た
。
二
○
○
三
年
に
は
、
台

湾
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
液
晶
パ
ネ
ル

を
用
い
て
中
国
で
組
み
立
て
ら
れ
た
液
晶
テ
レ
ビ

が
、
非
常
な
低
価
格
で
台
湾
市
場
に
参
入
し
た
。

そ
の
低
価
格
ぶ
り
は
韓
国
の
メ
ー
カ
ー
に
も
衝
撃

を
与
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
台
湾
と
中
国
が
生
産
面

に
お
け
る
垂
直
的
統
合
を
通
じ
て
生
き
残
る
道
を

見
い
だ
し
た
例
と
言
え
る
。

●
自
動
車
産
業

一
九
八
○
年
初
頭
、
台
湾
は
北
米
お
よ
び
西
欧

で
生
産
さ
れ
た
自
動
車
を
高
関
税
の
下
で
輸
入
し

始
め
た
。
こ
れ
ら
の
関
税
は
後
に
削
減
さ
れ
た
が
、

北
米
お
よ
び
西
欧
以
外
で
生
産
さ
れ
た
自
動
車
の

輸
入
は
禁
止
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
こ
の
特
恵
措

置
に
よ
っ
て
日
本
車
と
競
争
す
る
必
要
が
な
く
な

る
た
め
に
、
北
米
・
西
欧
メ
ー
カ
ー
は
有
利
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
得
た
。
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
米
国
内

で
生
産
さ
れ
た
自
動
車
で
な
け
れ
ば
輸
入
を
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

一
九
九
二
年
、
三
リ
ッ
タ
ー
以
下
の
乗
用
車
の

関
税
は
三
○
％
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
車
種
に
つ

い
て
は
四
二
％
で
あ
っ
た
。
当
時
の
台
湾
の
国
内

市
場
は
四
○
万
台
／
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
狭
隘
な

市
場
規
模
で
は
、
ど
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
世
界

市
場
で
競
争
す
る
た
め
に
必
要
な
規
模
の
経
済
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
国
内
市
場
保
護
に
よ
っ

て
生
き
残
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
台
湾
メ
ー
カ
ー
は
独
自
に
自
動
車
を
設

計
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ

ャ
ー
に
よ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
に
頼
っ
て
い
た
。

ま
た
、
設
計
や
エ
ン
ジ
ン
開
発
に
投
資
す
る
十
分

な
能
力
も
な
か
っ
た
。
台
湾
メ
ー
カ
ー
の
投
資
を

促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
台
湾
政
府
は
彼
ら
自
身
に

よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
自
動
車
や
、
台
湾
で
生
産
さ

れ
た
部
品
を
使
用
し
た
自
動
車
に
対
し
て
、
物
品

税
を
二
五
％
か
ら
二
二
％
と
す
る
減
税
措
置
を
採

っ
た
。
こ
の
措
置
に
は
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ト

要
求
（Local C

ontent R
equirem

ent

）
が
あ
り
、

国
産
車
と
認
め
ら
れ
る
に
は
部
品
の
五
○
％
を
域

内
で
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
米
国
と

の
二
国
間
交
渉
に
先
立
っ
て
、
台
湾
政
府
は
こ
の

減
税
措
置
の
中
止
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

米
国
系
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
フ
ォ
ー
ド
六
和
は
地
場

資
本
主
体
の
ラ
イ
バ
ル
よ
り
も
相
対
的
に
市
場
で

優
位
な
位
置
を
得
た
。

二
国
間
交
渉
は
一
九
九
八
年
八
月
六
日
に
終
わ

り
、
米
国
は
、
台
湾
が
自
動
車
設
計
と
ロ
ー
カ
ル

・
コ
ン
テ
ン
ト
要
求
に
対
す
る
減
税
措
置
を
撤
廃

す
る
と
い
う
条
件
で
、
自
動
車
関
税
を
一
律
二
○

％
に
す
る
と
い
う
台
湾
側
の
提
案
に
同
意
し
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
先
だ
っ
て
米
国
は
、
台
湾
に
ロ
ー
カ
ル

・
コ
ン
テ
ン
ト
要
求
の
五
○
％
か
ら
四
○
％
へ
の

削
減
を
一
九
九
九
年
一
月
一
日
付
で
実
行
す
る
よ

う
要
求
し
、
台
湾
は
そ
れ
に
同
意
し
た
。
米
国
に

対
し
て
は
二
○
％
へ
の
減
税
で
対
処
す
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
の
、
Ｅ
Ｕ
は
一
五
％
へ
の
減
税
を
要

求
し
て
き
た
。
台
湾
は
最
終
的
に
一
七
・
五
％
へ

の
減
税
に
合
意
し
た
。

市
場
参
入
に
関
す
る
交
渉
は
さ
ら
に
困
難
で
あ

っ
た
。
加
盟
以
前
の
地
域
別
特
恵
措
置
に
お
い
て
、

日
本
は
不
利
な
扱
い
を
受
け
て
き
た
。
米
国
内
で

生
産
さ
れ
た
日
本
メ
ー
カ
ー
車
だ
け
が
台
湾
へ
の

輸
入
を
認
め
ら
れ
、
日
本
国
内
で
生
産
さ
れ
た
も

の
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
特
恵
措
置

は
日
本
車
を
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
し
て
い
た
台
湾
メ

ー
カ
ー
を
保
護
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
台

湾
政
府
は
こ
の
よ
う
な
差
別
的
条
項
を
撤
廃
す
る

べ
き
だ
と
認
識
し
て
い
た
が
、
台
湾
メ
ー
カ
ー
の

改
革
に
十
分
な
期
間
を
設
け
た
い
と
の
考
え
か
ら
、

一
○
年
間
を
移
行
期
間
と
す
る
関
税
割
当
を
考
案

し
た
。
問
題
は
、
日
本
が
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ

る
か
ど
う
か
だ
っ
た
。

台
湾
政
府
は
ま
ず
マ
レ
ー
シ
ア
と
こ
の
関
税
割

当
案
の
合
意
を
取
り
付
け
た
。
交
渉
前
に
は
マ
レ

ー
シ
ア
製
自
動
車
の
台
湾
へ
の
輸
入
は
認
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
韓
国
に
対
し
て
も
同
様
の
措
置

が
採
ら
れ
た
。
一
九
九
七
年
二
月
三
日
、
日
本
も

こ
の
関
税
割
当
案
に
同
意
し
、
七
七
○
○
台
の
ク

オ
ー
タ
が
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
ク
オ
ー
タ
は
年
間

一
○
％
ず
つ
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
台
湾
は
三
三
○
○
台
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ク
オ

ー
タ
を
設
定
し
、
こ
れ
も
年
間
一
○
％
ず
つ
増
加
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す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ク
オ

ー
タ
の
設
定
先
は
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
は
日
本
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
戦
略
は
成
功
し
、
台
湾
政
府
の
計
画

通
り
に
す
べ
て
の
国
と
の
協
定
を
締
結
す
る
に
至

っ
た
。

最
大
の
難
関
で
あ
っ
た
米
国
と
Ｅ
Ｕ
に
対
し
て
、

台
湾
政
府
は
同
様
の
提
案
を
行
っ
た
。
当
時
、
米

国
・
Ｅ
Ｕ
は
無
制
限
の
ク
オ
ー
タ
を
享
受
し
て
い

た
の
で
、
台
湾
は
か
な
り
大
き
な
ク
オ
ー
タ
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
台
湾
は
一
五
万
九
二
二

○
台
を
米
国
と
Ｅ
Ｕ
に
設
定
し
、
年
間
二
○
％
で

増
加
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
ク
オ
ー
タ
の
数
値

は
、
交
渉
を
行
う
前
三
年
間
の
米
国
か
ら
の
輸
入

量
平
均
の
二
倍
で
あ
っ
た
。
台
湾
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加

盟
し
た
後
、
大
方
の
予
想
通
り
、
競
争
圧
力
に
よ

っ
て
米
国
と
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
輸
入
量
は
ク
オ
ー
タ
を

大
き
く
下
回
る
も
の
と
な
っ
た
。

日
本
に
設
定
さ
れ
た
ク
オ
ー
タ
は
日
本
政
府
に

よ
っ
て
国
内
企
業
に
振
り
分
け
ら
れ
た
。
そ
の
振

り
分
け
を
十
分
に
消
化
し
た
メ
ー
カ
ー
に
は
、
さ

ら
に
多
い
振
り
分
け
分
が
与
え
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

一
九
九
七
年
に
は
ト
ヨ
タ
に
対
す
る
振
り
分
け
は

一
○
○
○
台
分
だ
っ
た
が
、
二
○
○
三
年
に
は
四

五
六
五
台
分
に
な
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ク
オ
ー

タ
は
台
湾
政
府
に
よ
っ
て
、
台
湾
域
内
に
お
け
る

生
産
量
に
応
じ
て
振
り
分
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

ホ
ン
ダ
は
二
○
○
二
年
に
台
湾
で
の
生
産
を
中
止

し
、
そ
の
結
果
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ク
オ
ー
タ
の
振
り

分
け
は
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
際
し
て
、
台
湾
の
自
動
車
産
業

に
最
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
台
湾
政
府

に
よ
る
譲
歩
で
は
な
く
、
中
国
の
自
動
車
市
場
の

急
激
な
拡
大
で
あ
っ
た
。
世
界
の
主
要
自
動
車
メ

ー
カ
ー
が
こ
ぞ
っ
て
中
国
へ
の
投
資
を
行
い
、
台

湾
の
自
動
車
産
業
が
中
国
に
お
け
る
生
産
を
支
援

す
る
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
裕
隆
汽
車

（
日
産
と
提
携
）
や
中
華
汽
車
（
三
菱
と
提
携
）

と
い
っ
た
台
湾
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
そ
の
役
割
を

大
い
に
利
用
し
た
。
裕
隆
汽
車
は
中
国
メ
ー
カ
ー

の
東
風
汽
車
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
設

立
し
、
中
華
汽
車
は
東
南
汽
車
に
投
資
し
た
。
そ

し
て
、
裕
隆
汽
車
と
中
華
汽
車
は
部
品
生
産
に
お

い
て
規
模
の
経
済
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
そ
れ
ら
の
部
品
を
日
本
に
輸
出
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
日
本
メ
ー
カ
ー
の
提
携
先

と
協
力
し
て
自
動
車
設
計
も
可
能
に
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
自
動
車
生
産
に
お
い
て
、
台
湾
、
中
国
、

日
本
の
間
で
一
種
の
分
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

●
農
産
物

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
前
、
台
湾
の
農
業
は
高
関
税
と
ク

オ
ー
タ
で
保
護
さ
れ
て
い
た
。
輸
入
の
う
ち
最
も

多
い
も
の
は
小
麦
、
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
だ
っ

た
。
コ
メ
は
輸
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
台
湾
政

府
は
独
占
的
輸
入
企
業
の
設
立
を
認
め
、
そ
の
多

く
（
九
○
％
以
上
）
を
米
国
か
ら
輸
入
し
た
。
一

九
九
○
年
以
前
、
こ
れ
ら
の
独
占
的
輸
入
企
業
は

米
国
の
農
産
物
輸
出
州
の
利
益
の
た
め
に
「
バ
イ

・
ア
メ
リ
カ
ン
」
活
動
を
展
開
し
た
。
一
九
九
一

年
に
公
平
交
易
法
（Fair Trade Law

）
が
施
行

さ
れ
た
後
で
も
、
輸
入
価
格
、
倉
庫
費
用
低
減
等

を
理
由
に
独
占
的
輸
入
を
容
認
し
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
前
に
は
、
台
湾
は
さ
ま
ざ
ま
な
果

物
に
つ
い
て
地
域
特
恵
措
置
を
講
じ
て
い
た
。
そ

の
対
象
は
米
国
で
あ
り
、
自
由
な
市
場
ア
ク
セ
ス

権
を
享
受
し
て
い
た
が
、
他
の
国
々
は
完
全
に
市

場
か
ら
閉
め
出
さ
れ
て
い
た
。
米
国
は
グ
レ
ー
プ

フ
ル
ー
ツ
、
オ
レ
ン
ジ
、
ぶ
ど
う
、
プ
ラ
ム
、
洋

梨
、
桃
に
お
い
て
事
実
上
の
独
占
供
給
者
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
特
恵
措
置
は
最
恵
国
待
遇
の
原
則

に
違
反
す
る
た
め
、
台
湾
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
際
し

て
こ
れ
ら
の
特
恵
措
置
を
撤
廃
し
た
。

食
肉
で
は
、
七
面
鳥
に
つ
い
て
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟

に
関
す
る
米
国
と
の
二
国
間
交
渉
の
中
で
ク
オ
ー

タ
設
定
に
よ
る
輸
入
を
認
め
た
。
ク
オ
ー
タ
は
二

○
○
五
年
に
完
全
撤
廃
さ
れ
、
以
降
は
輸
入
が
自

由
化
さ
れ
る
。
牛
肉
に
つ
い
て
は
五
○
○
○
ト
ン
、

豚
肉
に
つ
い
て
は
七
五
○
○
ト
ン
の
ク
オ
ー
タ
が

設
定
さ
れ
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
時
に
こ
れ
ら
の
ク
オ

ー
タ
は
撤
廃
さ
れ
、
代
わ
り
に
二
五
％
の
関
税
が

設
定
さ
れ
た
。
こ
の
関
税
率
は
二
○
○
四
年
ま
で

に
一
五
％
に
下
げ
ら
れ
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
前
、
台
湾
の
農
産
物
関
税
の
平
均

は
二
○
・
○
二
％
で
あ
っ
た
。
加
盟
時
に
は
一
四

・
○
一
％
と
な
り
、
二
○
一
一
年
に
は
一
二
・
八

六
％
に
な
る
予
定
で
あ
る
。
加
盟
前
に
、
四
一
品

目
の
農
産
物
に
対
し
て
輸
入
禁
止
、
ま
た
は
特
別

な
輸
入
許
可
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
内
二

一
品
目
に
関
税
割
当
が
設
定
さ
れ
、
コ
メ
は
特
別

待
遇
、
残
り
は
輸
入
自
由
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
一
四
品
目
に
対
し
て
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
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が
設
定
さ
れ
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
影
響
が
最
も
懸
念
さ
れ
て
い
た

の
は
コ
メ
で
あ
っ
た
。
台
湾
は
日
本
の
ケ
ー
ス
に

従
っ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
合
意
に
定
義
さ
れ
て
い
る
特

別
待
遇
の
下
に
、
国
内
消
費
の
八
％
の
輸
入
（
ミ

ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
）
を
認
め
た
。
こ
の
結
果
、

二
○
○
二
年
に
は
一
四
万
四
七
二
○
ト
ン
の
コ
メ

が
輸
入
さ
れ
た
。
こ
の
量
は
台
湾
域
内
の
水
田
に

換
算
す
る
と
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
生
産
量
に
相
当

す
る
。
米
国
と
の
二
国
間
合
意
に
基
づ
い
て
、
ミ

ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
八
％
の
う
ち
六
五
％
が
政
府

に
よ
っ
て
輸
入
さ
れ
、
残
り
三
五
％
が
市
場
を
通

じ
て
輸
入
さ
れ
た
。
こ
の
政
府
に
よ
る
六
五
％
分

の
ほ
と
ん
ど
が
米
国
産
の
コ
メ
輸
入
に
充
て
ら
れ
、

台
湾
の
コ
メ
輸
入
に
お
い
て
米
国
は
大
き
な
利
益

を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
台
湾
は
米
国
の
さ
ら
な

る
輸
入
枠
拡
大
の
圧
力
に
抵
抗
し
、
日
本
の
例
に

従
っ
て
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
輸
入
枠
振

り
分
け
を
関
税
割
当
に
変
更
し
た
。
そ
し
て
、
輸

入
枠
外
の
コ
メ
に
は
四
五
○
％
の
関
税
を
設
定
し
、

輸
入
枠
内
の
コ
メ
に
は
関
税
を
設
定
し
な
か
っ
た
。

台
湾
の
譲
歩
に
よ
っ
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
に
は

農
産
物
輸
入
量
が
増
大
し
た
。
し
か
し
そ
の
内
の

米
国
か
ら
の
輸
入
量
は
微
減
し
て
い
る
。
特
に
減

少
の
大
き
い
の
は
大
豆
で
あ
り
、
こ
れ
は
ブ
ラ
ジ

ル
産
お
よ
び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
産
の
シ
ェ
ア
拡
大
が

原
因
で
あ
る
。
米
国
は
果
物
の
輸
出
を
拡
大
し
た

が
、
そ
の
輸
出
額
は
大
豆
よ
り
小
さ
い
。
牛
肉
の

輸
入
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

が
最
大
輸
入
先
で
、
米
国
か
ら
の
輸
入
は
小
さ
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

●
結
び

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
前
か
ら
、
台
湾
の
輸
入
競
争
産

業
は
輸
入
そ
の
も
の
と
の
競
争
か
ら
と
い
う
よ
り

も
、
台
湾
内
の
輸
出
産
業
と
の
競
争
か
ら
よ
り
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。
輸
出
産
業
が
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
輸
入
競
争
産
業
は
人
材
や
資
金
を

引
き
つ
け
る
魅
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。
輸
出
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
貿
易
黒
字
が
台
湾
の
通
貨
の
切
り

上
げ
を
も
た
ら
し
、
輸
入
競
争
産
業
の
保
護
を
自

動
的
に
減
じ
て
い
っ
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
が
現
実
の
も
の
と
し
て
目
前
に
迫

っ
て
き
た
時
、
輸
入
競
争
産
業
は
、
低
賃
金
労
働

力
に
よ
っ
て
生
産
し
た
製
品
を
台
湾
に
輸
出
す
る

た
め
、
あ
る
い
は
現
地
の
市
場
に
入
り
込
む
た
め
、

対
外
直
接
投
資
を
よ
り
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
台
湾
と
中
国
が
同
時
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し

た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
中
国
か
ら
台
湾
へ
の
再

輸
出
を
可
能
に
し
た
。
依
然
と
し
て
台
湾
は
中
国

製
品
の
輸
入
を
相
当
量
禁
止
し
て
い
る
が
、
中
国

国
内
の
台
湾
企
業
に
よ
る
製
品
は
半
製
品
か
第
三

国
経
由
で
あ
れ
ば
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
重

要
な
こ
と
は
、
か
な
り
の
量
の
台
湾
製
の
中
間
財

や
部
品
が
中
国
に
輸
出
さ
れ
、
台
湾
海
峡
を
挟
ん

で
垂
直
的
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
は
台
湾
海
峡
を
挟
ん

だ
分
業
の
形
成
を
加
速
し
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
前
、
台
湾
は
中
国
産
の
農
産
物
輸

入
に
非
常
に
慎
重
で
あ
っ
た
。
台
湾
は
、
中
国
か

ら
の
輸
入
に
よ
っ
て
生
産
が
減
少
し
て
し
ま
う
恐

れ
の
あ
る
二
二
品
目
の
農
産
物
を
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

品
目
と
し
、
関
税
割
当
を
適
用
し
た
。
ま
た
、
台

湾
は
一
四
品
目
の
農
産
物
に
対
し
て
セ
ー
フ
ガ
ー

ド
の
適
用
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
二
国
間
交
渉
で
は
こ
の

よ
う
な
台
湾
の
農
業
部
門
に
と
っ
て
「
ア
キ
レ
ス

の
か
か
と
」
と
も
言
う
べ
き
問
題
に
つ
い
て
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
問
題
は
中
国
と
直
接
交
渉

し
て
い
れ
ば
表
面
化
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

幸
運
な
こ
と
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
際
し
て
台
湾
に

は
中
国
と
交
渉
す
る
義
務
は
な
か
っ
た
。
も
し
台

湾
に
中
国
と
の
交
渉
義
務
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ

の
交
渉
は
困
難
を
極
め
た
で
あ
ろ
う
。
将
来
の
輸

入
競
争
に
対
応
し
て
、
台
湾
の
農
業
部
門
は
輸
出

促
進
の
た
め
の
海
外
直
接
投
資
を
含
め
て
輸
出
市

場
に
進
出
し
始
め
て
い
る
。
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